
12
月
16
日
（
土
）
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
で
一
般
公
開
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
〈
芸

術
は
人
間
を
救
う
か
〉
を
テ
ー

マ
と
し
た
第
４
回
「
漢
字
の

文
化
」
で
、
講
師
に
、
埼
玉

大
学
名
誉
教
授
の
大
橋
修
一

先
生
を
お
迎
え
し
た
。

「
漢
字
」
発
祥
の
地
は
中

国
で
あ
る
が
、
そ
の
中
国
で

は
１
９
７
０
年
代
以
後
、
近

代
化
に
伴
う
新
し
い
都
市
の

開
発
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
次
々
と
過
去
の
遺
物
が

出
土
し
始
め
た
。
こ
れ
ら
は

そ
れ
迄
に
無
い
遺
物
で
あ
り
、

周
、
戦
国
、
秦
時
代
の
古
代

中
国
の
文
字
の
歴
史
な
ど
に

光
を
当
て
る
木
簡
や
竹
簡
、

及
び
青
銅
器
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
歴
史
的
な
出
土
品
に
よ
っ

て
、
現
在
、
漢
字
の
歴
史
や

書
体
の
変
遷
の
解
明
が
飛
躍

的
に
進
ん
で
き
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
出
土
し
た
竹
簡
や

青
銅
器
等
に
記
さ
れ
て
い
る

の
は
、
日
常
の
些
細
な
記
録

が
多
く
、
使
わ
れ
て
い
る
の

は
、
甲
骨
文
字
で
あ
っ
た
。

１
９
０
２
年
に
日
本
に
留

学
し
、
そ
の
後
、
京
都
に
亡

命
し
た
中
国
の
学
者
・
王
国

維
は
甲
骨
文
字
の
研
究
を
進

め
、
殷
王
の
系
図
を
復
元
す

る
事
に
よ
り
、
司
馬
遷
の
著

書
「
史
記
」
に
示
し
た
殷
王

の
系
図
が
正
確
で
あ
る
事
を

裏
付
け
て
い
る
。

秦
の
始
皇
帝
が
周
の
時
代

の
甲
骨
文
字
を
受
け
継
ぎ
、

大
切
に
し
た
事
が
、
現
在
の

漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ

ナ
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
漢

字
の
書
体
は
「
篆
書
」
「
隷

書
」
「
草
書
」
「
行
書
」

「
楷
書
」
と
変
化
を
し
て
き

た
。
楷
書
体
は
最
後
に
完
成

し
た
書
体
で
あ
り
、
完
成
度

が
高
い
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

８
階
講
堂
は
、
150
名
の
聴

衆
で
満
席
と
な
っ
た
。
わ
ず

か
２
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

５
０
０
０
年
以
上
も
の
悠
久

の
時
を
遡
り
、
漢
字
の
源
流

を
訪
ね
る
ロ
マ
ン
に
満
ち
た

講
演
で
あ
っ
た
。

（
冬
木
）

1
月
19
日
（
金
）
～
1
月

28
日
（
日
）
ま
で
単
位
認
定

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験

日
時
等
を
ご
確
認
の
う
え
、

ま
た
、
試
験
時
間
に
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
受
験
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
1
月
26
日
（
金
）

及
び
1
月
30
日
（
火
）
は
臨

時
閉
所
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
4
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
の
受
付
は
第
1
回
が

2
月
28
日
（
水
）
、
第
２
回

が
3
月
20
日
（
火
）
ま
で
で

す
。皆

さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学

（
再
入
学
者
を
除
く
）
し
た

場
合
に
は
、
薄
謝
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。

日
時
＝
平
成
30
年
1
月
13
日

（
土
）
及
び
2
月
17
日
（
土
）

両
日
と
も
14
時
～
16
時

内
容
＝
大
学
概
要
説
明
、
履

修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験
談
、

面
接
授
業
見
学
（
1
月
13
日

の
み
）
、
図
書
室
見
学
、
個

別
相
談

平
成
30
年
2
月
13
日
（
火
）

か
ら
第
１
学
期
の
科
目
登
録

申
請
が
始
ま
り
ま
す
。
登
録

申
請
は
①
郵
送
又
は
②
シ
ス

テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
で
き
ま
す
。

〆
切
は
、
①
郵
送
の
場
合

2
月
27
日
（
火
）
〈
大
学
本

部
必
着
〉
、
②
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
場
合
は
2
月

28
日
（
水
）
24
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ａ
で
の
登
録
申
請
の
場

合
は
、
期
間
内
な
ら
ば
申
請

内
容
を
変
更
で
き
ま
す
が
、

全
て
の
科
目
の
登
録
を
削
除

す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
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学
生
新
聞

平
成
29
年
度
〈
芸
術
は
人
間
を
救
う
か
〉
第
４
回

一
般
公
開
講
演
会
「
漢
字
の
文
化
史
」

漢
字
、
仮
名
の
源
流
を
探
求
し
た
２
時
間

甲
骨
文
字
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
繋
が
る
流
れ

「
健
康
の
維
持
」

笹
原
誠
二

朝
夕
の
風
に
肌

寒
さ
を
感
じ
る
季

節
に
な
っ
た
。
自

宅
の
窓
か
ら
そ
れ

と
な
く
外
を
眺
め

て
い
る
と
、
今
日
も
、
見
慣

れ
た
一
組
の
夫
婦
が
朝
早
く

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
で
、

少
し
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
無

言
で
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て

ゆ
く
。
「
あ
の
２
人
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
な
」
と
思
う
と

と
も
に
、
「
自
分
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
で
も

し
な
く
て
は･

･
･

」
と
し
み

じ
み
思
う
。

近
頃
、
駅
の
階
段
の
昇
り

降
り
の
際
、
少
し
膝
の
痛
み

や
筋
肉
の
疲
れ
を
実
感
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
、
毎
日
の
よ
う
に

「
痛
む
膝
や
腰
は
○
○
で
和

ら
ぎ
ま
す
」
と
も
っ
と
も
ら

し
い
広
告
が
目
に
付
く
よ
う

に
な
っ
た
が
、
本
当
に
効
く

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
以
前
か

ら
薬
嫌
い
で
、
医
者
か
ら
も

ら
っ
た
鎮
痛
剤
も
、
ほ
と
ん

ど
使
っ
た
こ
と
が
な
い
。

先
日
、
自
宅
の
階
段
を
上

ろ
う
と
し
た
ら
、
右
膝
が
ビ

シ
ッ
と
音
が
し
て
、
そ
の
痛

さ
で
階
段
を
上
下
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
早
速
湿

布
薬
を
貼
っ
て
膝
サ
ポ
ー
タ

で
固
定
し
た
後
、
病
院
に
行

こ
う
か
と
思
っ
た
が
、
歩
く

の
が
つ
ら
く
て
、
結
局
そ
の

日
は
、
自
宅
で
安
静
に
し
て

様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。

加
齢
で
足
腰
の
関
節
痛
を

感
じ
た
り
、
新
聞
の
細
か
い

文
字
が
読
み
づ
ら
く
な
る
の

は
、
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん

だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
、
せ
め
て
現
在
の
健
康

状
態
を
、
い
か
に
長
続
き
さ

せ
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
は
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
た
め
に
も
、
常
に
体
を

動
か
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
運
動

で
基
礎
体
力
を
つ
け
て
、
健

康
の
維
持
に
心
が
け
て
い
こ

う
か
と
思
っ
て
い
る
。

学生手帳

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
素
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事
務

運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
が
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
ま
す
。
更
な

る
飛
躍
を
図
る
べ
く
、
皆
様
の
ご
尽
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
渋
谷
所
長
の

積
極
的
な
運
営
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
変

革
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
属
の
学
生
団
体
・
埼
玉
同
窓
会
・

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
教
職
員
の
皆

様
と
の
連
携
を
強
化
し
、
連
帯
を

図
り
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な
る
発
展
に
、
皆

様
の
意
見
を
賜
り
運
営
に
反
映
で
き
る
よ

う
組
織
体
制
強
化
を
図
り
、
身
の
丈
を
弁

え
た
運
営
を
心
掛
け
て
参
る
所
存
で
す
。

４
月
の
新
学
期
に
は
、
新
た
に
多
く
の

仲
間
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

学
生
団
体
の
一
層
の
募
集
活
動
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
世
の
中
は
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
し
て
保
護
主
義
を
唱

え
、
「
米
国
第
一
」
を
掲
げ
る
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
て
以
来
、
様
々
な

物
議
を
醸
し
だ
し
て
居
り
ま
す
。

一
方
、
安
倍
首
相
に
は
、
一
強
で
の
政

策
に
驕
り
が
滲
み
出
て
お
り
ま
す
が
、
国

際
政
治
が
混
迷
し
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
し
た
舵
と
り
を
期
待
致
し
ま
す
。

平
成
29
年
は
、
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル

発
射
の
懸
念
も
大
い
な
る
脅
威
と
な
り
ま

し
た
。
天
皇
の
退
位
も
決
ま
り
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
千
日
を

切
り
ま
し
た
。
其
々
に
つ
い
て
、
皆
様
に

も
思
い
が
重
な
る
事
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

平
成
30
年
新
年
の
あ
い
さ
つ

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

平
成
30
年
度
第
１
学
期

学
生
を
募
集
中

Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
集
う
学
生
・
同

窓
会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
も
た
い
へ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ま
が
今
年
に

賭
け
る
抱
負
は
何
で
し
ょ
う

か
。こ

こ
で
こ
の
機
会
を
お
借

り
し
て
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、

私
自
身
の
今
年
の
抱
負
な
い

し
夢
を
書
か
せ
て
頂
き
、
新

年
の
ご
挨
拶
に
代
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
７
月
に
私
は

古
希
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で

ま
ず
は
、
私
が
存
じ
上
げ
て

い
る
放
送
大
学
の
多
く
の
先

輩
の
皆
さ
ま
方
の
よ
う
に
、

謙
虚
さ
を
体
現
す
る
よ
う
な

古
希
世
代
の
一
員
と
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

所
長
と
し
て
の
私
の
任
期
は

来
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
第
二
に
、
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
何
か
有
終

の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
企
画
を
考
案
し
、
実

施
で
き
ま
す
よ
う
に
、
と
現

在
愚
考
中
で
す
。
皆
さ
ま
か

ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ご
提
供

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
秋
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
恒
例
の
「
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
」
が
、
皆
さ
ん
の
力
を

結
集
し
て
、
さ
ら
に
豊
か
な

内
容
と
な
っ
て
成
功
し
ま
す

よ
う
に
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
嶋
崎
会
長
、
野
呂

事
務
局
長
、
同
窓
会
の
武
内

会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
ま
た
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
私
ご
と
に
な
り
ま

す
が
、
夏
に
少
し
お
休
み
を

頂
い
て
、
５
年
ぶ
り
に
ウ
ィ
ー

ン
へ
旅
し
て
み
た
い
と
念
じ

て
い
ま
す
（
こ
れ
が
最
後
か

も
）
。
ず
っ
と
ご
恩
に
な
っ

た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
先
生
に
、

昨
年
出
版
し
た
翻
訳
の
ご
報

告
を
し
が
て
ら
、
ア
ル
プ
ス

の
麓
に
あ
る
湖
ま
で
足
を
延

ば
せ
た
ら
最
高
で
す
。

つ
い
で
に
記
し
ま
す
と
、

母
校
が
春
（
出
場
確
実
）
か

夏
（
１
０
０
回
記
念
大
会
）

に
甲
子
園
で
優
勝
し
ま
す
よ

う
に
。
皆
さ
ん
も
応
援
し
て

下
さ
い
。

元

旦

の

夢
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

単
位
認
定
試
験

１
月
19
日
か
ら
開
始

オ
ー
プ
ン･

キ
ャ
ン
パ
ス

と
学
習
相
談
を
開
催

10
月
1
日
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
同
窓
会
主
催
の
「
ブ

ラ
っ
と
川
越
」
で
、
小
江
戸

と
呼
ば
れ
る
川
越
の
街
を
散

策
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
川

越
八
幡
宮
で
あ
る
。
こ
こ
は

相
撲
神
社
と
も
言
わ
れ
、
足

腰
の
神
様
で
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
平
均
年
齢
の
高
い
参
加

者
の
一
日
の
無
事
を
祈
つ
て
、

ま
ず
、
祈
願
。
境
内
に
あ
る

建
物
か
ら
は
、
祭
囃
子
の
音

が
流
れ
て
い
た
。
近
く
行
わ

れ
る
川
越
祭
の
稽
古
で
あ
ろ

う
。
川
越
祭
は
、
大
き
な
山

車
が
30
台
近
く
も
繰
り
出
さ

れ
、
国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。

優
雅
な
川
越
祭
を
見

た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
度

は
見
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

川
越
は
、
城
下
町
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
主
代
り
に
建
て

ら
れ
た
、
高
台
の
富
士
見
櫓

跡
か
ら
眺
め
て
も
、
城
ら
し

き
建
物
は
、
本
丸
御
殿
の
み

で
あ
る
。
本
丸
御
殿
は
、
川

越
藩
の
政
務
を
執
つ
た
場
所

で
あ
り
、
家
老
屋
数
な
ど
、

川
越
城
の
面
影
を
残
し
て
い

る
。
御
殿
の
近
く
に
三
芳
野

神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
、

川
越
城
の
中
に
あ
っ
た
た
め
、

江
戸
時
代
は
、
参
詣
に
訪
れ

る
人
の
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し
か
っ

た
。
そ
の
様
子
を
歌
っ
た
の

が
、
わ
ら
べ
歌
の
「
と
お
り
ゃ

ん
せ
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

昔
、
「
仙
波
山
」
と
言
わ

れ
た
地
域
に
、
仙
波
東
照
宮
、

中
院
、
喜
多
院
が
あ
る
。
わ

ら
べ
歌
「
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
」
の
歌
詞
に
あ
る
「
仙
波

山
」
と
は
、
川
越
の
仙
波
山

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
は
、

「
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
発

祥
の
地
と
す
る
説
が
あ
る
。

仙
波
束
照
宮
は
、
家
康
を
祀

る
神
社
で
あ
る
。
当
日
は
、

普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

建
物
の
中
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
天
井
に
は
国
の
重
要

文
化
財
で
あ
る
36
歌
仙
の
絵

が
あ
り
、
六
つ
葉
英
の
形
を

し
た
徳
川
家
の
珍
し
い
紋
章

を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
中

院
は
天
台
宗
の
本
山
で
、
島

崎
藤
村
の
妻
の
母
加
藤
み
き

の
墓
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
狭

山
茶
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
、

河
越
茶
が
狭
山
茶
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

北
院
は
「
黒
衣
の
宰
相
」

天
海
が
住
職
に
な
っ
て
か
ら
、

隆
盛
を
極
め
る
よ
う
に
な
り
、

名
称
も
北
院
か
ら
喜
多
院
に

変
え
ら
れ
た
。
喜
多
院
に
は

家
光
の
誕
生
の
間
や
春
日
局

の
化
粧
の
間
な
ど
が
あ
る
。

寺
の
境
内
の
一
角
に
、
五

百
羅
漢
の
石
像
が
あ
る
。
羅

漢
は
修
行
中
の
僧
侶
の
姿
を

像
に
し
た
も
の
で
、
一
つ
と

し
て
同
じ
姿
の
像
は
な
く
、

そ
の
豊
か
な
表
情
を
見
て
い

る
と
、
見
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。当

日
は
、
天
気
も
よ
く
、

少
し
蒸
し
暑
か
っ
た
。
し
か

し
、
時
の
鐘
を
見
、
お
菓
子

屋
横
丁
で
お
土
産
を
買
い
、

無
事
、
「
ブ
ラ
っ
と
川
越
」

を
終
え
た
。

ブラっと川越

埼玉学習センター

同窓会

湯本修己

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

科
目
登
録
の
手
続
き

２
月
13
日
か
ら
28
日
ま
で



◆
２
月
10
日
（
土
）

「
芸
術
は
人
間
を
救
う
か
」

第
５
回

「
美
は
心
の
サ
プ
リ
」

講
師
＝
石
原

進

（
日
本
画
家･

日
展
会
員
）

◆
１
月
７
日
（
日
）

「
正
し
く
怖
が
るP

a
r
t

２
」

第
３
回

「
荒
川
の
氾
濫
：
そ
の
リ

ス
ク
と
避
難
の
考
え
方
」

講
師
＝
田
中
規
夫

（
埼
玉
大
学
教
授
）

◆
２
月
24
日
（
土
）

「
正
し
く
怖
が
るP

a
r
t

２
」

第
４
回

「
Ａ
Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｖ
Ｒ

技
術
を
活
用
し
た
生
活
支

援
機
器･

ロ
ボ
ッ
ト
」

講
師
＝
綿
貫
啓
一

（
埼
玉
大
学
教
授
）

◆
１
月
11
日
（
木
）

サ
ロ
ン
し
ぶ
や

『
戦
後
中
編
小
説
の
代
表
作

―
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
観
と
味

わ
い
―
』

第
５
回

＊
大
江
健
三
郎
『
万
延
元
年

の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
）

★
１
月
９
日
（
火
）

「
新
年
昼
食
会
」

大
宮
駅
西
口
『
木
曽
路
』

に
11
時
40
分
集
合

★
２
月
21
日
（
水
）

「
新
年
度
前
期
活
動
計
画

案
と
役
員
改
選
案
の
作
成
」

埼
玉
学
習
Ｓ
Ｃ
で
13
時
～

★
１
月
５
日
（
金
）

９
時
半
～
17
時

８
階

第
６
講
義
室

★
１
月
12
日
（
金
）

９
時
半
～
17
時

９
階

第
５
講
義
室

★
１
月
19
日
（
金
）

13
時
～
17
時

５
階
・
宇
宙
劇
場

第
１
会
議
室

★
２
月
は
金
曜
日
３
回

２
日
、
16
日
、
23
日

場
所
は
１
月
に
決
定
.

時
間
は
９
時
半
～
予
定
。

★
12
月
24
日
（
日
）

第
4
講
義
室

★
役
員
会
・
定
例
会

1
月
11
日
、
2
月
13
日

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

【
自
主
学
習
】

10
時
15
分
～
12
時
15
分

【
講
義
】

13
時
15
分
～
15
時
15
分

２
月
６
日
、
2
月
20
日

★
勉
強
会

1
月
11
日
「
わ
く
わ
く

コ
ー
チ
ン
グ
第
２
回
」

２
月
13
日
「
ビ
ブ
リ
オ
・

ト
ー
ク
」

★
活
動
日
＝
毎
週
火
曜
日

時
間
＝
10
時
半
～
12
時

場
所
＝
８
Ｆ
講
堂

★
活
動
予
定
日
＝
１
月
は
試

験
の
た
め
活
動
予
定
は
な
し
。

２
月
６
日
、
20
日
、
27
日

今
年
も
最
後
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

例
年
よ
り
早
く
訪
れ
た
冬
に
、

北
の
方
か
ら
は
早
く
も
雪
の

便
り
が
届
い
て
い
ま
す
ね
。

新
し
い
年
が
平
和
で
幸
せ

な
１
年
に
な
る
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
す
。
新
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
冬
）
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「
古
典
の
会
」
の
設
立
は

平
成
21
年
４
月
で
あ
る
。
平

成
20
年
は
源
氏
物
語
千
年
紀

で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

平
成
20
年
２
月
23
日
第
１
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、

熟
年
会
と
し
て
公
開
勉
強
会
、

『
源
氏
物
語
』
「
浮
舟
の
女

性
像
」
を
行
っ
た
。
本
文
は

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏

物
語
』
よ
り
引
用
、
サ
イ
デ

ン
ス
テ
ッ
カ
ー
英
訳
『
源
氏

物
語
』
よ
り
引
用
し
、
朗
読

も
行
っ
た
。

大
宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
講
し
て
い
る
、
読
売
カ

ル
チ
ャ
ー
の
会
員
が
十
人
ほ

ど
聴
講
に
見
え
た
の
で
驚
い

た
記
憶
が
あ
る
。
女
性
だ
け

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

千
年
紀
が
落
ち
着
い
た
と
こ

ろ
で
、
改
め
て
原
点
に
戻
り

物
語
を
読
み
直
し
、
吟
味
し
、

物
語
の
す
ば
ら
し
さ
を
互
い

に
味
わ
い
、
健
康
的
に
語
り

楽
し
む
た
め
に
「
古
典
の
会
」

の
「
新
規
設
立
願
」
を
提
出

し
受
理
さ
れ
た
。
講
師
は
特

定
せ
ず
全
員
同
じ
立
場
で
参

加
す
る
。
使
用
す
る
教
材
は

各
自
で
用
意
す
る
。
現
代
文

の
梗
概
を
理
解
し
て
お
く
。

（
各
巻
の
初
め
に
ス
ト
ー
リ
ー

の
梗
概
を
各
自
が
順
番
に
説

明
し
共
通
認
識
を
し
て
お
く
）

原
文
の
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が

ら
（
白
坂
道
子
朗
読
・
鈴
木

一
雄
解
説
）
全
員
で
声
を
出

し
て
読
む
。

勉
強
会
は
、
月
２
回
と
し

第
２･

４
水
曜
日
と
し
た
。

時
間
は
13
時
半
～
16
時
半
と

し
た
。

10
年
計
画
で
読
み
終
え
る

べ
く
平
成
21
年
５
月
13
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

熟
年
会
の
会
員
を
中
心
に
、

面
接
授
業
の
受
講
生
、
同
窓

会
員
に
声
を
か
け
た
。
原
文

講
読
だ
け
で
な
く
、
順
番
に

課
題
発
表
（
20
分
前
後
）
し
、

質
疑
応
答
す
る
。
課
題
は
発

表
者
が
決
め
る
。
随
筆
、
感

想
、
和
歌
、
人
物
論
、
モ
デ

ル
、
住
居
、
政
治
体
制
、
他

の
作
品
と
の
比
較
、
源
氏
物

語
と
直
接
関
係
な
い
課
題
で

も
可
。

現
在
読
ん
で
い
る
の
は
、

宇
治
十
帖
の
総
角
（
あ
げ
ま

き
）
で
あ
る
。
10
年
計
画
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
の

ペ
ー
ス
で
読
み
進
め
ば
平
成

32
年
５
月
に
は
読
み
終
え
る

計
算
だ
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

は
、
平
成
32
年
７
月
24
日
。

読
み
始
め
て
８
年
６
か
月
経

過
し
た
が
現
会
員
は
11
名
。

四
倉
光
さ
ん
、
若
松
豊
さ
ん

が
学
半
ば
に
し
て
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
。
誠
に
残
念
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
は
、
面
白
い

で
す
。
「
古
典
の
会
」
で
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

会
員
外
で
す
が
、
大
阪
学

習
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
学
習
セ

ン
タ
ー
、
横
浜
学
習
セ
ン
タ
ー
、

千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
も

『
源
氏
物
語
』
を
読
ん
で
い

る
仲
間
が
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
入
会
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

課
題
発
表
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
時
間
切
れ
で
居
酒

屋
に
て
延
長
戦
と
相
成
る
。

新
年
早
々
の
読
み
初
め
に
は

百
人
一
首
が
恒
例
に
。

文
学
散
歩
．
講
演
会
、
紫

式
部
学
会
、
美
術
館
、
有
楽

町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
の
「
講

座
・
歴
史
の
歩
き
方
」
。
薪

能
な
ど
に
出
か
け
ま
す
。

遠
出
見
学
＝
宇
治
、
葵
祭
、

時
代
祭
、
鞍
馬
寺
、
貴
船
神

社
、
御
所
、
清
水
寺
、
嵐
山
、

哲
学
堂
、
伊
勢
神
宮
、
斎
宮

博
物
館
、
松
坂

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

編
集
後
記

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
賞
を

受
賞
さ
れ
た
お
二
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
田
口

和
美
氏
か
ら
回
答
を
頂
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は･

･
･

田
口
和
美
＝
た
ま
た
ま
、
新

聞
の
読
者
投
稿
欄
で
放
送
大

学
の
存
在
を
知
っ
た
か
ら
で

す
。
「
社
会
人
で
も
学
割
が

使
え
る
」
と
い
う
点
に
目
が

と
ま
っ
た
の
が
、
最
初
の
興

味
で
す
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

田
口
＝
や
っ
ぱ
り
面
接
授
業
。

ひ
と
つ
を
挙
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
北
は
青
森
か

ら
西
は
四
国
ま
で
、
日
本
の

各
地
を
訪
れ
、
普
段
の
生
活

の
中
で
は
な
か
な
か
経
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

旋
盤
や
フ
ラ
イ
ス
盤
な
ど
の

機
械
を
使
っ
て
も
の
造
り
し

た
り
、
地
質
学
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
し
た
り
、
調
理

実
習
も
し
た
り
、
四
国
遍
路

も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

田
口
＝
体
育
実
技
の
単
位
を

と
る
た
め
の
ス
キ
ー
教
室
。

毎
年
冬
に
、
日
本
の
各
地
か

ら
放
送
大
学
生
が
猪
苗
代
に

集
ま
っ
て
、
ス
キ
ー
実
習
を

や
り
ま
し
た
。
同
じ
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
る
の
で
、
同
窓
会
の

よ
う
で
し
た
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

田
口
＝
日
々
の
生
活
に
追
わ

れ
る
中
で
、
仕
事
や
日
常
の

生
活
か
ら
離
れ
た
場
を
作
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
上
の
利
害
関
係
の
な
い
、

住
ん
で
い
る
場
所
も
様
々
で
、

年
齢
や
社
会
的
経
験
の
異
な

る
人
達
と
交
流
で
き
る
場
と

し
て
、
放
送
大
学
も
そ
の
ひ

と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
今
後
の
目
標

田
口
＝
今
、
最
後
の
情
報
コ
ー

ス
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

２
年
間
か
け
て
“
次
に
”
や

る
こ
と
を
見
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

縮
緬
の
手
ざ
は
り
た
た
む
霜
夜
か
な

十
詩

相
生
の
松
の
縄
目
や
冬
支
度

明
美

数
学
の
問
題
解
け
ず
焼
藷
屋

由
美

焼
芋
や
ご
ろ
ん
と
熱
き
掌

順

甌
穴
（
お
う
け
つ
）
や
群
青
深
き
冬
の
川

厚
子

秩
父
嶺
の
屋
台
囃
子
や
月
明
か
り

功

焼
芋
や
新
銘
柄
の
濃
む
ら
さ
き

八
重
子

焼
藷
を
か
の
昆
陽
の
食
み
た
る
や

安
代

焼
芋
の
売
り
声
と
ほ
し
斑
犬

保
子

岸
壁
に
祠
蔵
せ
る
冬
の
滝

と
く
江

湖
の
さ
ざ
波
も
な
し
紅
葉
山

光
娥

（
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後

９
階
第
５
講
義
室
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

同
好
会
「
古
典
の
会
」

「
源
氏
物
語
」
と
共
に
８
年
半

代
表
・
今
福
佐
喜
男

公
開
講
演
会
（
冬
）

放
送
大
学
・
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

14
時
～
16
時

東日本大震災から７年目を迎えようとしています。
むぎの会企画の交流会｢3.11を語る･伝えるPartⅣ」
のご案内をします。

平成30年2月18日(日)14時～15時半、埼玉学習セン
ター８階講堂にて､｢ハナミズキのみち」チャリティ・
コンサートを開催します。震災復興支援活動を続け
られている福井克明氏（声楽家・合唱指揮者）と淺
沼ミキ子氏（絵本『ハナミズキのみち』の作者)をお
招きして､公演：歌と朗読で綴る「ハナミズキのみち｣､
対談､合唱｢ハナミズキのみち｣の歌を予定しています。
淺沼ミキ子氏が岩手県陸前高田市より駆けつけてく
ださいます。
本チャリティ・コンサートの趣旨は､同じ時代を生

きる者の絆の輪を広げる･深める･学び合う､命の尊さ
を語る･歌う･演奏する､3.11を語る･次世代へ向けて
伝える､陸前高田「ハナミズキのみちの会」への応援
です。
開催趣旨に賛同していただいて、Wiener Wald Mus

ikfreunde(埼玉ＳＣ合唱合奏サークル)･アンチエイ
ジングダンス＆ソング･放送大学埼玉同窓会との共催
が実現します。埼玉学習センターが後援してくださ
います。

歌と朗読で綴る「ハナミズキのみち」
＊思い出 詩：淺沼ミキ子・ 曲：福井克明

＊Dies irae 典礼文・曲：福井克明
＊アルビノーニのアダージョ 曲：アルビノーニ
＊ハナミズキのみち 詩：淺沼ミキ子･曲:福井克明

上記の歌を作曲された福井克明氏ご自身が、髙橋
理央氏（ピアニスト）の伴奏で独唱と合唱指導をし
てくださいます。初めて歌う方々へ指導してくださ
いますので、多くの方々と共に命の尊さを思い・謳
いましょう。また、Wiener Wald Musikfreunde有志
による弦楽器、管楽器等の伴奏も予定しています。
事前に、合唱合奏サークル活動時(1月31日(水)13

時半～８階講堂にて）､アンチエンジングダンス＆ソ
ング活動時（1月11日(木)10時半～８階講堂にて)で、
歌「ハナミズキのみち」を歌います。どなたでもご

参加いただけます。
コンサート開催当日、

絵本「ハナミズキのみ
ち」と「希望の木」
（文：新井満 絵：山
本二三）の販売と、読
み聞かせによる児童画
の展示があります。

多 くの
方々のご

参加をお待
ち し ております。
ご参加の申し込み・問
い合わせは、福盛田
（携帯０８０－１２４
２－７３５２）です。

「ハナミズキのみち」
チャリティ･コンサートのお知らせ

福盛田恵子

１
月
の
サ
ロ
ン

健
康
体
操
研
究
会

◆
情
報
端
末
室
の
利
用
に
つ

い
て
お
願
い

例
年
、
単
位
認
定
試
験
の

時
期
に
は
多
く
の
学
生
が
利

用
し
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
台
数
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
様
が
ご
利
用

頂
け
る
よ
う
、
利
用
は
、
２

時
間
程
度
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
図
書
室
か
ら
の
山
並
み

空
気
の
澄
ん
だ
冬
の
時
期

に
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書

室
か
ら
遠
く
秩
父
地
方
や
群

馬
方
面
の
山
並
み
を
よ
り
鮮

明
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

髙
橋
三
夫
さ
ん
（
学
生
）

の
企
画
・
撮
影
、
小
澤
基
弘

先
生
（
客
員
教
員
）
の
監
修
、

有
原
波
穂
さ
ん
（
埼
玉
大
学

大
学
院
生
）
の
制
作
に
よ
る

案
内
図
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
素
晴
ら
し
い
山
々
の

景
色
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
務
室
か
ら
の
ご
案
内


